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１. はじめに 
 

海洋博公園の海洋文化館は、沖縄を含む太平洋島

嶼域の海洋文化に関する展示を行っている施設であ

る。本施設の魅力を発信し、知名度の向上と利用促

進を図ることを目的に、「海洋文化講座」と題し、島々

の海洋文化を題材とした一般向け館内ガイドツアー

およびギャラリートークを実施した。実施は海洋博

公園管理センターと共同であたり、総合研究所が行

っている海洋文化に関する調査研究の成果を積極的

に活用し、発信した。 

 

２．海洋文化講座の実施 
 

今年度は一般向けに、海洋文化館を会場として「海

洋文化講座」を 4 回実施、海洋博記念公園への送客

を目的に、沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）

でも「出張・海洋文化講座」を 4 回実施し、それぞ

れスライドでの解説、及びテキストの配布を行った。 

これらの講座への総参加者数は 172 名（対定員比

57.3％、対前年度比 102.99％）であった。なお、上

半期の告知不足に対する反省から、新聞への掲載回

数や過去の参加者への DM の送付回数を増やすなど

して告知効果の改善を図った結果、定員に対する参

加者数の割合が上半期の 52.3％から 68.8％に改善

した。 

また、毎回、チラシの配布ならびに財団及び公園

HP や新聞への掲載を通して告知したほか、沖縄県教

育委員会運営の生涯学習情報発信システム「まなび

ネットおきなわ」にも初めて掲載し、告知するよう

にした。 

各回の終了後、総合評価、講師の説明、教材、情

報入手経路などアンケート結果を分析し、講座内容

や告知方法の改善を図った。 

それらにより、沖縄県立博物館・美術館での講座

の参加者が海洋文化館での実施会にも参加する例が

見られ、同地での開催に送客の効果があることも確

認できた。 

今後とも新しいコンテンツの創出を継続して海洋

文化館への誘客促進に努めるほか、引き続き美ら島

自然学校や沖縄県立博物館・美術館など、財団が管

理する他施設でも実施して、送客の促進を試みたい。 

 

 

 

１）こだわりのガイドツアー 

 高校生以上を対象に、海洋文化館の展示について

テーマを決めて解説するものである。過去 2 年間は

新型コロナ感染拡大防止の観点から中止していたが、

今年度から再開した。 

また、沖縄県立博物館・美術館で 4 回の講演会を

実施し、太平洋と沖縄の海洋文化について、海洋文

化館に展示されている資料を紹介しつつ解説した

（写真-1）。 

  

２）ギャラリートーク・講演会 

 高校生以上を対象とし、海洋文化館・交流ゾーン

のステージで 3 回開催した。テーマとして、衣・食・

住の変化、仮面・仮装の来訪神儀礼、伝統的航海術、

沖縄の伝統的な木造漁船サバニを取り上げ、スライ

ドや動画の上映を行うとともに、参加者も交えた対

話を行った（写真-2,3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 沖縄県立博物館・美術館での実施状況 

 

写真-2 海洋文化館での実施状況 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．外部評価委員会コメント 
 

海洋文化館および美ら島自然学校の誘客を兼ねて

海洋文化館とおきみゅーで人びとの暮らしや無形文

化遺産である来訪神や船と航海術の講座を行う計画

と実践は注目に値する。講座の周知を高めるための

メディア戦略や高齢者への広報などの試みは高く評

価できる。入館者は、調査研究に基づく具体的な内

容を盛り込んだ講座の展開で着実に増加するので地

道な努力を継続してほしい。（須藤顧問：堺市博物館 

館長） 

 

海洋文化館展示の利活用について着実に取り組ん

でいるように思われる。海洋博当時、当地まで航海

してきたチェチェメニ号を要する大阪の国立民族学

博物館は 2025 年に開館 50 周年記念特別展示を企画

し、その主要テーマが「船・航海」である。後藤は

準備委員を務めているが、海洋文化館とも連携した

いと聞く。海洋文化館のリニューアル展示が 10 年を

迎えたと思うが、これを機に海洋文化館でも特別展

や公開講演会などを企画してはどうか。（後藤顧問：

南山大学教授） 

 

 

 

 

 

 

写真-3 チラシ例（船と航海術に関する講演会） 

表-1 令和 5年度 海洋文化講座等一覧 


